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【定義】

来訪者、産業、環境、受け入れる地域のニーズに適合
しつつ、現在と将来の経済、社会、環境への影響に
十分配慮した観光のあり方。（UNWTO 国連世界観光機関）

持続可能な観光とは 01
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●GSTCとは

⇒Global Sustainable Tourism Council 
（グローバル・サステナブル・ツーリズム
協議会）は、2007年に設立された世界的な
旅行および観光分野において、持続可能な
観光の国際基準を作成し、推進していくた
めの国際非営利組織です。

【４つの柱】

・持続可能なマネジメント

・社会経済サステナビリティ

・文化的サステナビリティ

・環境のサステナビリティ

GSTC(Global Sustainable 
Tourism Council)

JSTS-D(Japan Sustainable 
Tourism Standard for 
Destinations)

●JSTS-Dとは

⇒ Japan Sustainable Tourism 
Standard for Destinations （日本
版持続可能な観光ガイドライン）は、
DMO等が持続可能な観光地マネジメン
トを行うことができるようにGSTC基
準を準拠して、観光庁が作成したも
のです。

持続可能な観光とは01
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グリーン・デスティネーションズとは01
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世界TOP100ストーリーとは01

2014年から毎年開催されており、心に残るサステナブル・ツーリズムの事例として100の観光地や

事業者を選出し、世界各地の観光地、ツアーオペレーター、旅行者にPRを行っている。 

このコンペティションでは、公募により「100のサステナブル・ツーリズムのストーリー」が選出され、

そのス トーリーの有効性、革新性、他の地域における再現性と いった観点から審査される。

TOP100の中で最も優れたストーリーは、ベルリンで毎年開催されるITBベルリン内の「グリーン・

デスティネーションズ・ストーリー・アワード」にノミネートされ、各部門の1～3位が発表される。

グリーン・デスティネーションズTOP100ストーリーズ

２

※グリーン・デスティネーションズとは、GSTCが認定した、サステナブル・ツーリズムを推進、評価する国際認証団体。
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TOP100の審査：1STEP、2STEP01

グリーン・デスティネーションズの
評価員によってレビューされる

各地の優良事例を６つのカテゴリーから選択して提出

観光地管理、自然と景観、環境と気候、文化と伝統

地域社会の活性化、ビジネスとマーケティング

※申請者はSTEP１の結果を踏まえて、地域での持続可能性を向上
させるための施策を検討したり、他部署などに関係各所へ効果
的に周知できる

STEP
01

STEP
02

【申請対象】

1年目：15/84項目 2年目：30/84項目

※STEP2のストーリー審査へ進むには、60％以上のクリア率が必要

・プロモーション
・地域のブランド化
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●人口減少（特に生産年齢人口の減少） ⇒税収の減少で自治体として成り立たなくなる

●少子高齢化 ⇒後継者不足で伝統行事などが続かない、賑わいや地域経済の衰退

●定住人口１人減少 ⇒地域消費額は約145万円の減少

取り組むべき理由：

『人口減少』や『少子高齢化』による地域課題を『外からの消費＝観光客誘致』で補う！！

【対応策に観光を活用】引用：観光庁（2025年時点）

人口減少による地域消費額減額に相当する誘客を目指すことが必要！

・外国人旅行者 約6名分×約22.9万円

・国内旅行者 宿泊 約20名分×約7.2万円

・国内旅行者 日帰り 約73名分×約2.0万円

持続可能な観光に取り組む理由01



【地域経済循環率】引用：RESAS

地域内でどれだけ所得が生産され、
それが域内にどれくらい留まってい
るかを示す地域経済の自立度を表す
指標。

・100％未満：

外からの消費や所得に依存している
傾向

・100％以上：

地域の稼ぐ力が高い一方で、利益が
域外へ流出している可能性はある

持続可能な観光の指標01
◆丸亀市の地域経済循環率 ◆高松市の地域経済循環率
2018年 78.2％ 102.6％
2020年 76.0％ 102.2％
2022年 74.0％ 105.2％

10



丸亀市の歩み02

2022年

・観光庁「持続可能な観光地経営モデル地区事業」に採択されたことを契機にWGを設立

 地域の歴史や地理的特性、観光資源の現状を多角的に分析し、課題を抽出、解決策を模索

・市主催でGSTS国際トレーニング3日間を開催（コーディネーター役の創出）

2023年

・立命館大学(食マネジメント学部)と産官学連携事業として、模索した解決策をモニタリング

・GD2023年版TOP100に『丸亀うちわ』の伝統継承の取り組みなどが評価され、選出

 国内外からの視察やうちわ作り体験の誘致、職人の意識の向上に寄与

・観光庁策定のJSTS-Dロゴマーク獲得
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丸亀市の歩み02

2024年

・実現可能性の高いものから官民で連携し、磨き上げを行う

 2つの循環型の取り組みが形になる

・これまでの取り組みスキームをまるっと教育旅行向け探究学習プログラムへ商品化

・国内外からの視察や講演、教育旅行案件の創出に寄与

2025年

・磨き上げを行ったコンテンツのPRと販路拡大、教育プログラムのセールス強化

・GD2025年版TOP100に『循環型経済』の取り組みなどが評価され、2度目の選出

 地域内外の教育素材への展開に拍車がかかる

2026年

・ビジネス＆マーケティング部門で世界2位を受賞

・地域全体の認証制度ではシルバー・アワードを獲得
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2023年、2025年に選出された
世界TOP100ストーリーとは
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『歴史を紡ぐ、丸亀うちわニューマイスター31』

丸亀うちわの歴史が途絶えかける危機的状況

観光における『丸亀うちわ』が交流人口の増加、

伝統文化の継承、地域振興などに大いに寄与している。

1999年『後継者育成講座』の開設や

2013年『丸亀うちわニュー・マイスター制度』の導入
解決策

歴史を紡ぐ、

『丸亀うちわニュー・マイスター31名』が誕生
結果

産業の縮小 伝統技術の継承方法後継者不足

『丸亀うちわ』

の実演販売

観光を通して
『丸亀うちわ』の

ファン増加

『丸亀うちわ』の

伝統、講座や制

度のPR

『丸亀うちわ』

後継者候補移

住者獲得

丸亀市の歩み： 2023TOP100初選出ストーリー02

●オリーブうちわ：うちわの持ち手に処分する予定だったオリーブの枝木を使い、

オリーブの葉を煮出して染めた和紙が貼ってあります。

●渋うちわ（別名: 漁網うちわ）：海洋ごみの約40%と言われる漁網をリユースし、

うちわに編み込み、柿渋で染めた和紙を貼ることで硬く破れないうちわを作り出します。

●しおりうちわ：うちわを製作した際に出る、竹や和紙の端材を活用することで、

可愛らしい形に変身させます。

オリーブうちわ 渋うちわ

しおりうちわ
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2025再選出されたTOP100ストーリー内容（概要）02

３つの評価ポイント

『循環型経済』（サーキュラー・エコノミー）

『産官学連携』（民間事業者・行政・次世代の学生）

『ビジネスと教育への意識』（教育コンテンツへの展開）
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ストーリー内容（概要）02

課題

サステナブル・ツーリズムへの共感、
認知度の低さ

観光関連事業者間の横断的な
ネットワークの不十分さ

地域資源の活用や価値創出

将来世代に向けた地域資源の継承に
対する理解度の低さ、
課題解決とビジネス性の両立

対策

「循環型経済（サーキュラーエコノミー）」の
可視化と実装

地域の資源循環の潜在力を明確にするために循環図を作

成し、課題の構造的理解と共有を行い、新たな地域ビジネ

ス創出の可能性を明確化（産官学連携事業）

課題構造の可視化とシンキングポイント
（思考の着眼点）の設定

1

産官学連携でのFWと多面的な解決策の検討

教育旅行向けプログラムと地元教育への展開

2

3
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ストーリー内容（対策の具体例と成果）02
レオマリゾート ㈱パブリック

ホテル

フードロス

コンポスト化

造園と菜園

ただ廃棄するのではなく、

リユースする
…

資源の循環、

地元業者とのパートナーシップ
…

コスト削減、
新たなビジネス展開

…

循環で生まれた
食材を再活用

…

シンキングポイント

パーク内
レストラン

宿泊者へのPR
食育など教育への展開
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【レオマリゾートにおける現状】

・レオマリゾートとして「脱炭素」や「食品ロス」など、環境に配慮した具体的な施策ができていなかった。

日々捨てられるバイキング料理の廃棄食材を堆肥化し、

バラ園 エディブルガーデン、園内の植栽に利用する。

エディブルガーデンで採れた野菜は園内のレストランで

提供。

ホテルレオマの森 生ごみ廃棄量年間68.2t

内食品リサイクル対象物22.8t～33.6t

平均28.2t28.2tの生ごみから生産される堆肥は約20％

28.2t×0.2＝5.64tを目標とする！
5.64tのCO2削減量は

3,119kg

調理くず調
理加工品食
べ残し物茶
葉

コーヒーかす

卵の殻、貝殻、魚のあら・骨、カニ・エビ
の殻、大量に調味料がかかった物

パン・うどん等麺類、スープ等液体、梅
干し、トウモロコシの芯、パイナッ
プルのへた

ビン・カン等容器入りの物、割り箸
･串･ようじ

ストーリー内容（対策の具体例と成果）02
レオマリゾート ㈱パブリック
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ストーリー内容（対策の具体例と成果）02
子どもたちの学習素材への活用や教育系テレビ番組でも放送
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【課題】

松の処分に
コストがかかる

【事例】

レモン栽培の
グランドカバーで活用

【解決策】

剪定した松を
まるく農園へ提供

SDGs的視点からどうコンテンツ化して
ビジネス展開するのか！？

ストーリー内容（対策の具体例と成果）02
中津万象園 まるく農園
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落葉樹の葉を使うと土壌

が中性に、常緑樹だと酸

性に傾くと言われていま

す（植物は弱酸性を好む

ものが多い）。まるく農園

では、酸性に傾きすぎな

いよう気をつけながら、

松葉を寝かせて利用して

います。

中津万象園の剪定の際に大量に出る松の葉は、三豊市仁尾町

にあるレモン農園で、防草と直射日光を防ぐためのグランドカ

バーとして活用されています。中津万象園では、そのレモン畑で

採れた果実を使い、レモネード専門店『TANGIERSCAFE／タン

ジールカフェ（丸亀市））』で作られたレモネードをお出ししています。

レモネードを使用したプランー例
① 華籠膳
② レモネードと緑茶をブレンドした

   オリジナル食前酒（ノンアルコール）
③ 入園料
全て込みで 税込3,410円

ストーリー内容（対策の具体例と成果）02
中津万象園 まるく農園

21



ストーリー内容（対策の具体例と成果）02

レモネードが完成するまでのストーリーを
地元の学生や事業者へ伝え、生徒が主体
的に考えながら、地域の魅力を発信する取
り組みを校内で実施することに成功。
→生徒自ら思考・デザインし、老舗和菓子屋
「寳月堂」とのコラボ作品を商品化。
『若者の和菓子離れ』という課題に着目。

― 地元教育への展開 ―

まるく農園のレモンは、市内の「タンジール・カ
フェ」でレモネードに加工・販売。
松葉をイメージした限定パッケージは、万博会
場での販売や試飲会でも好評。
中津万象園併設の「懐風亭」では食前酒のよ
うな形や文化財の保全管理への寄付付き商
品として提供。

― 松葉リユースからレモネードへ ―
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探究学習プログラム『旅マエ・旅ナカ・旅アト』ワークブックも作成

地域課題を地域内外の学生と産官連携で解決する教育向けプログラム造成02
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ストーリーの評価02

フィードバック 和 訳

ストーリータイトル

街が教室になる
－次世代に繋ぐ、学びから始まる循環型観光－

カテゴリー

ビジネス ＆ マーケティング

共創と社会的包摂の優れた例であるこの取
り組みは、持続可能な観光と循環型経済の
実践を通じて地域のアイデンティティを活
性化するだけでなく、教育、地域社会の関
与、環境管理を地域イノベーションのため
の再現可能なモデルに統合することで、次
世代のエンパワーメントにも貢献します。

評価委員会のコメント
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ITBベルリン2026での授賞式の様子02
ITBベルリンとは、毎年3月にドイツで開催される世界最大の観光博覧会
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今後の展望 －TOP100－02

モノ・コトづくり

ヒトづくり地域づくり

この歯車を回し続けるために、単なるモノづくりだけでなく、1つ

のモノ・コトが生まれ、持続していくには「どんな立場の人がどの

ように関わっていくのか」、コミュニティーの構築と継続を深く考

える必要があると感じる。

プレーヤーの確保やシビックプライドの醸成を意識しつつ、「教

育的価値・ブランド化・共創」の循環を観光軸で考えていく。

モノ・コトづくりには、必ず人が集まり、人づくり（人間関係

構築）が生まれ、やがて地域として歯車が動き出す！

持続可能な観光地域づくりには

「モノ・コトづくり → ヒトづくり → 地域づくり」を

地域全体で意識的に取り組み続けることが重要
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アワードについて03



アワードの概要03

観光地の持続可能性を国際基準に基づいて評価・認証する制度

Green Destinations Awards

BRONZE
AWARD
From score 6.0

SILVER
AWARD
From score 7.0

GOLD
AWARD
From score 8.0

PLATINUM
AWARD
From score 9.0

指標・エビデンスに基づく審査＋第三者監査

評価結果に応じてランク付け
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アワードの概要 03
本市が審査を受けたGD基準

観光地の責任体制や計画、来訪者管理
、モニタリングなど、持続可能な観光
を推進するための基盤を評価

•責任と組織
•計画と開発
•来訪者管理
•モニタリングと報告
•法令と倫理の遵守

SECTION 1: 観光地管理

自然環境の保護や、観光が野生生物、
景観に与える影響の管理を評価
•自然と保全
•自然と動物体験

SECTION 2:自然と景観

汚染対策、資源管理、気候変動への対
応など、環境負荷の低減を評価
•土地利用と汚染
•水の管理
•廃棄物処理とリサイクル
•エネルギー、持続可能なモビリティと
気候変動
•気候変動への適応

SECTION 3:環境と気候

有形・無形の文化遺産の保護と、
その真正性の維持を評価
•文化遺産
•人と伝統

SECTION 4: 文化と伝統

住民の権利、地域社会の参加、健康、
安全、地域経済への貢献を評価
•人権の尊重
•コミュニティの参加
•地域経済
•社会経済の影響
•健康と安全

SECTION 5: 社会福祉

観光事業者への支援、情報提供、
正確なマーケティングを評価
•ビジネス部門の参画
•情報とマーケティング

SECTION 6: ビジネスと

コミュニケーション

6セクション

全84項目
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各指標と評価03

指標と評価

1.観光地マネジメント 2.自然と景観 3.環境と気候

4.文化と伝統 5.社会福祉 6.事業者との連携

完全準拠 一部準拠 準拠しない 該当なし 30



〇観光事業者との連携
〇ガイドラインの普及
〇イベントや観光地での環境配慮
〇訪問者のマナー意識向上の推進
〇観光動向調査の実施・分析

一般財団法人 丸亀市観光協会
（DMO）

評価された取り組み09

〇持続可能な観光施策の計画
〇STARsによる自己評価と公表
〇関係部署との調整
〇観光地での環境・社会・経済指標の

モニタリングと報告
〇観光協会・地元企業・外部団体との

連携調整

行政

計6名のサステナビリティコーディネーター

1.観光地マネジメント

31



評価された取り組み09

・外来種対策および在来生物の保全
・土器川生物公園におけるホタルの繁殖環境の整備
・海洋生物の生息環境の保全

2.自然と景観

・EV充電設備の拡充
・ボートレースまるがめにおける

騒音対策としての防音壁の設置
・レンタサイクルの利用促進および

ウォーキングツアーの実施

3.環境と気候

32



評価された取り組み09

・無形文化財の継承
・丸亀市文化財保護審議会の開催・運営

4.文化と伝統

・DMO懇談会の開催
・市民交流活動センター マルタスにおける

地域イベントの実施

5.社会福祉
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評価された取り組み09

・観光関連事業者で構成するワーキンググループの設立および会議の開催
・事業者向け講演会およびワークショップの実施

6.事業者との連携
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モニタリング
の不足

事業者連携
の不足

01 02

03 04

属人化による
   継承不足

共通ビジョン
の欠如

観光KPIの策定

TIA※１を活用したモニタリング

調査項目の見直し

事業者のサステナ経営促進

認証制度導入の支援

実践型コミュニティの形成

マネジメント構造の改革

スチュワードシップ評議会※2の設立

統合的な方針策定

サステナビリティ・チーム体制の構築

職務の標準化と承継体制

全庁的な研修による能力向上

課題に対する取り組み03

※1…観光が地域にもたらすポジティブ・ネガティブな影響を可視化したシート
※2…持続可能な観光地の実現に向けて、地域資源を責任をもって守り活用するための協議体
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課題に対する取り組み ～その他の多岐に渡る、詳細項目（一部）～03
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STEP

01

STEP

02

STEP

03

基盤の整備と評価

次のステップに向けた改善

自走する持続可能な観光へ

今後の展開－アワード－03

行政の介入がなくても、持続可能な行動が自然に選択される観光地へ

・モニタリング体制のさらなる強化
・民間事業者との連携の深化
・属人化を防ぐ持続可能な運営体制の構築
・地域全体で共有できるビジョンの明確化

・課題を一つずつ解決し、
運営基盤を強化

・地域内で持続可能な取組が循環する
仕組みの構築
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ご清聴ありがとうございました。
Thank you for  your  a t tent ion .
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